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タイトル

～成果で差がつく研修の設計と実践のウラ技～

■最強の教育研修を実現するために
　教育研修を実施する目的は対象者の「行動変容」であ
るという原点が，しばしば忘れられていないだろうか。
その結果，やりっ放しの自己満足に終わったり，経営陣
から成果を問われ，人事・教育担当者が苦しい言い訳を
せざるをえない立場に追いやられたりする。ただ，原点
を再確認すると「定着」が問題を解決するキーワードに
浮上する。一流講師を招き派手なセミナーをぶち上げ，
その日だけ会場が沸いても，おそらく対象者の行動変容
およびその定着は難しいことは容易に想像できるだろう。
といって，眠気を誘う非効率な座学を繰り返しても効果
は出にくい。20年以上にわたり日本企業への研修指導で
成果を生み出してきた本稿の著者は，事前学習・当日の
演習・職場に戻ってからの実践確認というメリハリの利
いた合理的な研修設計および効率的な進行がポイントに
なるとコツを明かしている。さらに効果測定のやり方に
も注目の手法を公開。研修内容を実践して成果を出して
いるグループを対象に測定すればよく，人事・教育担当
者が成果を悩む必要はないとの示唆だ。新年度の研修計
画の策定に当たって，自信を持って取り組むための有益
なヒントを得ておきたい。 （編集部）
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